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研究成果の概要（和文）：　本研究は、地域生活集団を対象とした看護活動である行政保健師の実践活動事例について
、看護者と対象者という1対1の関係を用いて、その成り立ちを構造図に示すことを試み、活動を説明する新たな概念を
創出する基盤をつくることを目指した。
　保健師の実践活動事例4事例について、保健師および保健師が働きかけた対象者へのインタビュー調査により、活動
の展開過程を把握し、構造図を作成した。その構造図をインタビューを行った保健師に提示、共有し、修正を行った。
この方法により、保健師活動の地域への広がりを捉えることや作成した構造図の修正が可能であることを確認できた。
保健師の判断の分析、作成した図の統合が今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：This study purposed to create the basis of new concept that gives an explanation 
for public health nursing practice, through making up a figure that is reflected a practice of public 
health nurse who work for an administrative organization. In this study we targeted the practice cases 
that had got good results on the community. And we tried to analyze the practice cases from the 
perspective of one to one relationship that meant nurse-client relationship.
On four public health nursing practice cases, we interviewed public health nurses(PHNs) and persons who 
PHNs had relationships. Then we analyzed the developmental process of that practice cases based on the 
interview data and making up the figures of each practice cases. We shared the figures with PHNs who had 
interviewed and renewed the figures. We confirmed this research method was applicable in this study. How 
analyze the decisions of PHNs and how integrate the figures from four cases will be issues to be 
addressed in the future.
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１．研究開始当初の背景 
わが国の行政保健師の活動は、地域生活集

団を対象とし、地域の健康課題の解決を目指

して行われる看護活動である。地域生活集団

を対象とした看護活動というと、統計データ

に基づき、マスとして対象を見ると思われが

ちであるが、保健師が働きかけているのは、

統計データではなく、現実に存在する一人一

人の住民、住民の健康や生活をともに支える

さまざまな専門職、行政職員など、一人一人

の人間である。保健師が働きかける一人一人

をすべて看護の対象者として捉えることに

より、看護者対対象者という看護の基本的構

造である 1対１の関係が同時に、また、経時

的に多数形成されて展開されていく看護活

動としてその成り立ちを説明することがで

きるのではないかと考える。 

米国のAndersonらのCommunity as Partner
１ ） やカナダの Kulig による Original 

Community Resiliency Model２）もコミュニテ

ィを一人一人の集まりとしているが、その

個々人への働きかけを具体的に説明してい

るものではない。国内では、保健師活動を説

明する際に個別と集団への援助は常に強調

される３）が、1対 1の関係を基本的な概念と

して保健師活動を説明するモデル等はない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域生活集団を対象とし、

地域の健康課題の解決を目指して行われる

看護活動であるわが国の行政保健師の活動

について、看護援助の基本的構造である看護

者と対象者という 1対 1の関係を用いて、そ

の成り立ちを構造的に示し、保健師活動を説

明する新たな概念を創出する基盤をつくる

ことである。保健師活動においては、保健師

が働きかける看護の対象者は、個人、個人に

かかわる家族員、援助にかかわる関係者など

多様である。保健師は、同時に、また、経時

的に多くの対象者に働きかける。そこでは、

看護者と対象者という2者の関係が多数形成

され、地域の健康課題解決を目指した活動が

展開される。その活動の中での保健師の判断、

働きかけ、対象者の反応、2者関係の変化を、

実践活動事例に基づいて構造図として示す

ことを目的とする。 

また、本研究期間の取り組みから、実践活

動事例の情報収集から研究事象に迫る研究

方法を確立する。 

 
３．研究の方法 
（1）研究メンバーが行政保健師と実施して

いる共同研究の取り組みの検討を通したイ

ンタビュー調査の準備と具体的調査方法の

作成 

（2）雑誌記事を情報源とした研究対象とす

る保健師の実践活動事例の選定 

（3）保健師および保健師が働きかけた対象

者へのインタビューによる実践活動事例の

展開実態の把握 

（4）インタビュー調査により把握した実践

活動事例の分析と保健師への確認 

 
４．研究成果 

（1）作成したインタビューガイド 

保健師へのインタビューガイドは、１）

この活動のきっかけはどのようなものでし

たか、２）あなたは、何を目指して、誰に

どのように働きかけようと考えましたか、

３）実際にあなたは、誰に何を、どのよう

に働きかけましたか、４）働きかけた相手

の反応はどうでしたか、５）相手の反応を

見て、あなたは何を考えましたか、の５大

項目とし、各項目をさらに捉えるための質

問も準備した。５）の質問から３）の質問

に戻り、次の展開を聞くという流れを繰り

返して活動の経過を聞くこととした。 

保健師が働きかけた対象者へのインタビ

ューガイドは、１）何がきっかけでその活

動が始まりましたか、２）あなたは、何を

目指してどのように行動されましたか、３）

その結果、何が起きましたか、４）保健師



は、あなたの取り組みにいつ、どのように

かかわっていますか、という 4 項目とした。 

（2）研究対象とする保健師の実践活動事例

の選定 

 雑誌記事から 19 事例が抽出された。研究

メンバーで検討を行い、保健師と働きかけた

対象者の両者へのインタビュー調査を行う

事例として、働きかけた対象が住民か、専

門職中心か、広く住民に働きかけているか、

健康問題の当事者か周囲の人か」という視

点から選出した 2 事例を優先順位の高い調

査候補事例とした。また、保健師のみへの

インタビュー調査を行う事例として、「活動

している保健師数」「最初の課題が個別事例

からのものであることがはっきりしている

かどうか」という視点から選出した 1 事例

と「働きかけた対象が住民か、専門職中心

か、広く住民に働きかけているか、健康問

題の当事者か周囲の人か」という視点から

選出した 1 事例の計 2 事例を優先順位の高

い調査候補事例とした。 

（3）保健師および保健師が働きかけた対象

者へのインタビューによる実践活動事例の

展開実態の把握 

①保健師へのインタビュー調査 

 候補とした4事例はすべて研究協力の了解

が得られ、4 事例計 7 名の保健師、1 名の栄

養士にインタビューを行った。 

②保健師が働きかけた対象者へのインタビ

ュー調査 

 候補とした2事例はいずれも研究協力の了

解が得られた。2 事例計 9 名の働きかけた対

象者にインタビューを行った。 

（4）インタビュー調査により把握した実践

活動事例の分析と保健師への確認 

①インタビュー調査により把握した実践活

動事例の分析結果 

 4 事例は、事例ごとに試行錯誤しながら分

析方法を検討しながら進め、事例ごとの方法

で構造図を作成した。 

②実践活動を行った保健師への追加インタ

ビューと分析内容の確認 

 4 事例とも保健師への追加インタビューと

分析内容の共有・確認を行った。この追加イ

ンタビューは 4事例 6名の保健師に実施した。

その結果に基づき、必要な図の修正を行った。 

（5）作成した保健師活動の構造図および研

究方法についての取り組みの成果と今後の

課題 

 作成した保健師活動の構造図は、看護者対

対象者という二者関係を基盤とすることは

共通して作成しているが、それぞれの事例ご

との分析方法で作成しており、全体の統合は

今後の課題である。 

 研究方法については、保健師と働きかけた

対象者の両者にインタビューを行うことに

より、働きかけた対象者からさらに他者へと

働きかけが広がっていく状況を捉えること

ができることは確認できた。また、インタビ

ューの分析結果として作成した図を保健師

と共有して意見交換することにより、作成し

た図の適切さを確認したり修正したりでき

ることも確認できた。今回の分析では、二者

の関係性に焦点をあてた分析が主となった

ため、保健師の判断を把握、表現する方法に

ついては、さらに検討する必要がある。 
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